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種々の自律神経毒注射による神経細胞並に肝細胞の

奨化-一組織像より見たる自律神経毒の括抗作用に就て

第5報 Insulin,Adrenalin及びAtropine注射に上る神経細胞並に肝細胞の轡化
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緒 論

これ迄著者は一連の茸験に於て種々の自得神

経毒を用いて､組椙撃的所見に基すいてそれら

自律神経毒の桔抗作用を槍して充た.そしてこ

れ等の賢険の結果から.之等D結抗作用の本態

の中核をなす ものは､各自律神経毒の自律締鮭

系に対する作用乃至態度であ9､又自律締経毒

の括抗作用をみる場合には､検すべき2種の自

律神経毒を同時に注射した場合に起る組織像の

･襲化が､寄又はそれに近いものに限るべきであ

ること､この点から見ると既に組織畢的に著者

が証明した所であるが.PilocarpineとAtropine10)
との如 く副交感神経興奮剤とその遮断割､まだ

賓験はしてないが之迄の軍旗結果から容易にそ

うであることが推察できる交感神経興奮剤とそ

の遮断割とが.生体のエネルギ-消耗の少なレ1
1;

安定 した桔抗作用を示すことを論じた｡そして

従来漠然と桔抗すると考えられてい.る交感両控

興奮剤 Adrenalinと副交感神経興奮剤Pilocar-

pineとは上述の意味に於て桔抗作用を呈するも

のでないことを組織畢的に証明した｡E)＼-/
侍を第 1報に於て生体の自律碑橿系の一方の

輿督は.或る程度他方の興奮を惹起させる傾向

があると述べたが.そのように生体はそのエネ

ルギーを消耗させてまで､自律神経平衡を保と

うとする傾向があることを､之迄の私共の賓験

の結果から並に文献学的に種々の例をあげて述

べて釆た｡

さてかなり多くの畢者によって. Insul三n分

泌は副交感西経を興奮させるという考えが支持
3)

されて居 り(RICH,ms1945,HosKINS1916等).

叉InsulinとAdrenalinとはその作用が桔抗的

で一方の過剰は調節的に他方の分泌を促すとい
1/

う意見が支持されているが､このような考えは

私共が之迄述べて宛た考え方と果して一致する

か否かを検すると同時に､之迄の報告に於て私

共の述べて乗たことを更に賓験的に確証するた

めに次の箕陵を企現した｡

賓験の方法と晋駿材料の虞哩

230g前后の体重を有する白鼠501些(雌雄を環

ばず)を試獣とし､之を5群にわけ各群を101空

とした,之迄の私共の貰験を通 じて白鼠の体重

の多い少いは､組綜像を見るためには余り重要

な意義のないことが分ったO

第 1群の試獣には千僧Adrenalinlml､第2

群には千倍Atropinelml.第 3群にはInsulin

20買lLllL(IEZilin"Simizu"1mD､第 4群には千

倍AdrenalinlmlとInsulin20葺偉とを同時に.

第 5群には千倍AtropinelmlとInsulin20畢位

とを同時に､各々毘下注射を施行した｡一時間

の臨床的観察の后に.試獣を頚動肢切断によっ

て殺 したo Lか し一時間以内に試獣が死んだ時

は頚動肢切断を行わないで､殺 した時と同様に

脂と肝粘とを直ちに取 り出し10%のFormal三n

に固定したOその后に脂のAreaPraecentralis.

及び肝臓の小片より6FLの切片を作D､この切片
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を1%のカルボール溶液にTh三oninを飽和状態

にとかした染色液で染色した｡

萱 駐 所 見

各群の試獣に見られる所見は大体に於て殆ど

全く共通であるので､此麿に各葺駿例に於げろ

所見を一々記述することをやめて.各群の絶活
的所見を述べることとする｡

第 1群.A AdrenalinLf封 による肝細胞所見_ノ 1.
第2棄乏及び第 1報に記載 したのと同様の所見

であるが､簡単に述べることにする｡肝小葉の

中心辞狐ID周囲に於ける肝細胞e:)変化はさ辞著

しくはなく､中間帯からGLISSON氏草創こ近すく

に従って嬰化が明らかに見られる｡即ちこの部

に於ける肝細胞に於ては､Chromatolysisが一

帯に見られ,症例によっては標本生体に亘って

Tigroid小体の明瞭に見られる紹胞は殆どない

位に撃化r7)甚しいものもあった｡そして標本の

麗々特にGLISSON民事耶付近にはC1lrOmatOlysis

とChromophiliaを伴った細胞が孤立的に或は

集団的に認められた｡この種の細胞では多少滴

漫性に青染した原形質の中に崩壊 したTigroid

小体が透見されたO肝紹胞寂形質内J=基泡形成

や蜂嵩棟構造 も認められたが,元.々肝細胞内の

染色物質の量は試獣の先着状態の良否に著しく

関係があるので.これを直ちにAdrenalinの注

射に結びつけて説明することは警戒を要する｡

第1群13 Adrenalin注射による神経細胞の

襲化

大脳皮質第五犀の宜態錐体神経細胞を検索の

対象とした｡その理由は之迄の報告に述べた通

りである｡

この場合の組織像はNISSL小体を明確に認め

得る組抱もあり､叉Chromatolysis即ち NISSL

小体の瀕粒状崩壊､Chromophilia即ち細胞原

形質の滴漫性青染､或はそれ等雨音を伴った像

を呈する細胞 もあり､大体に於て肝細胞の組織

像に平行する変化を認めた｡

第2群A Atropine注射による肝細胞所見･I
第2報に於て述べたのと同様の所見が見られ

たので簡軍に述べるO肝小葉の中心辞克郎付近か

ら中間層にかけての範囲では､肝細胞には殆ど
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とDあげるに足る程の襲化はなく､肝細胞Tig-

roid小体を明瞭に見ることはできるが,中間暦

よりも外方､特にGLISSON氏鞘附近では集圏的

にChromophilia及びChromatolysisの像を見

ることができた｡

第2群B Atropi工Ie注射による西経細胞所見

この場合はところどころ集固的にChromato-

1ysis及びChromophiliaの像を見ることができ

るが.特に絶件的に云ってNISSL小体の明瞭に

見られる細胞が多いということが出事る.

第3群A Insulin注射による肝細胞所見

この場合は全休として症例によって穿化の程

度に差のあることが比較的編著である.多 くの

症例では､Tigroid小体は減少しているものが

かな り多く見られ､肝小葉 の GLISSON氏 鞘附

近その他ところどころに集圏的にChromatoly-

sisの像が見られた｡それに加うるにChromo-

philiaの像を呈する肝氾甘如ミかな り不規則に散

在していることもある｡憶めて少数ではあるが,

症例の中には明瞭に見られるTigroid小体が殆

んどなく,ChromatolysisとChromophiliaに

よって占められているものもあった｡之迄の富

験と比較 して､Insulin注射の場合には壁化が比

較的軽度なものか ら高度なものまで軽々の程度

の ものが見られることは興味あることである｡

第3群B Insulin注射による神経細胞所見

全体としてNISSL小体の明瞭に見られるもの

紘.減少はしているが､かなり多くあり､虎々

に柁々集圏的にChromatolysis､Chromophilia

の像が見られ.且つ硬化像を呈する神経細胞も

かな り多い｡箇症例によっては､極めて少数の

症例ではあるが､壁比が極めて顕著でChroma-

tolysis､Chromophilia,硬化像等の所見が標本

全体にわたっていて,明瞭なNISSL,小体が殆ど

ない位のものもあった.総体的に云つて肝細胞

の所見と平行的であると云ってよい.

第 i群A Insulin､Adrenalinの同時注射に

よる肝細胞所見

著明な壱変化が見られる.標本の殆ど全体にわ

たってChromatolysisが見られ､明瞭なTigroid

小体は殆どないか､或はあっても著 しくその教

を減少していることは一見して明らかである｡
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加うるにChromophiliaの像がところどころに

孤立的､或は集圃的に合併して見られる｡ 標本

によっては基抱等 も見られた｡

第 4群B Insulin､Adrenalinの同時注射に

よる神経胞細所見

肝細胞の所見同様著明な襲化を呈する｡この

場合もChromatolysisが著明で､明瞭なNISSL

小体は著 しくその妻はミ減少して居 少.加 うるに

ところどころにChromophiliaが見られ､肝細

胞所見と平行 していることが分る｡

第 5群A Insulin､Atropine同時注射 の際

の肝細胞所見

整化は軽度である｡即ちGLISSON氏鞘附近で

精々集団的に重臣皮のChromatolysisが見られる

が､その他の場所では嬰化は殆どな く､Tigroid

小体は明瞭で､且つ余り減少して'vlない｡

第 5膳B Insulin､Atropine同時注射 の際

の神経糸鋸包所見

孤立的にChromatolysisとChromophiliaの

像が見られる外は､NISSL小体は明瞭に見られ､

その数もさして減少は していない.

所見の総括と考接

以上述べた茸験所見を総括すると.交感柿経

興奮剤AdrenalinとInsul三nの同時注射の際の

組織像は.Adrenalin､Insulin､Atropまne各々

軍謁注射による組織像の変化よりも造かに著明

であり､又一方 Insul三nと副交感 締 謹 選 E喜J'T剖

Atrop三neとの同時注射の組織像は.以上述べた

四つの場合の組織像に比 して造かに軽度であっ

た.従って組織像を観察した結果からでは､

Insuli三11とAtropineとは互に措抗するが.In-

sulinとAdrenaiinとは桔抗しないと云って差支

えないD

提乗から血糖に冒T:してはAdrenal三nとInsul三n

とは桔 読的で､Insulhによる低血糖性昏睡を急

速に覚醒させるためにAdrenal二nを注射するこ

とは周知のことであるが.Insulii三IlとAdrenalin

とは紐電撃的には桔抗しないで､両者の同耳注

射 は 著 明な紐電撃的変化を死たすのであるか

ら､Insulinによる低血糖及びAdrenalinによる

血糖の増加等は組織掌的変化を惹起する上に於

野

て主役を演ずるものではな く､之迄の私共の報

菅に於て屡々指摘 して釆たように､各 々の自律

桶控系に対する作用が組織学的変化を暫す上に

於て最も重大なる関係があるとの考を強 くする

のである.即ちこの際にはAdrenal三nによる交

感神経興奮とⅠ11Sul三nによる副交感西経興 奮と｢■ーヽJノ
が相加されて､恰かもNicotineの畢猫注射.乃

1)
至はAdrenalinとPilocarpineの同時注射の際の

如き組積像の変化が生 じたものと考えてよいと

思われる｡

かように考えるならば､Insul三nとAdrenalin

との同時注射の際に野庭の組践撃的壁化が見ら

れるに止まったという享雷は,Insulinによる副

交感神経興奮が Atropineの作用によって阻止

さyl､こiに恰か もPilocarpineとAtrop:'neの
Lノ/

同時注射の際の組織像に似たものが出現 したと

解樺できる｡

筒参考までに臨床自勺翫祭を簡革に述べると､

Adrenalin.Atrop三neの各々貫猫注射の場合に

は一時間の観察中に死ぬことなく､途中一時的

に元気は衰えるが､却って時間の経過と共に回

復するoInsulin注射の場合も-時間中に死ぬこ

とはな く､流挺が中等度に認められ､元気は衰

えるo Insul三nとAdrenal三nの同時注 射 の場合

は流挺､流涙は 極めて著明で､脱糞､放尿も

あり､恰かもPilocarpine注射の臨床像を坊 梯

させた｡元気の衰退､呼吸困難は著明で10匹中

4匹は一時Ful:以内に要望死した.之に反 してIni-

sulinとAtropi三leの同時注射の際は元気はさほ

ど衰えない.又流挺､流涙､脱糞等は見られず､

以上何れの場合よ少も最 も元気がよい.

Il._Suliil_とAdrenall'n同時注射の場合はAdre-

nalinとPilocarpine同時注射の場合と造って､

自律画監症状が.恰かもPiloc乙rp三ne軍考竃注射の

場合の如 く､副交感種誓買奮后三状が強 く出現 し

たことは奨･味あることである｡ この理由は明ら

かでないが､生体のエネルギー消耗が過度に強

く.自律締誓系の-'さて術が破れた時は､どちらか

一方の痘既が前景に≡現れるものであろう｡而 し

て一方 PilocarpineとAdrena旦in剛 寺注射の場

合では殆んどすべての試獣が10分内外で要望死す

る程.生体のエネルギー消耗が強 く､白律紳控
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系の何れか一･方の興奮症状が特に強く出現する

まで試獣が生きて居られなかったものと推測す

ることもできる｡このことは今后の研:究に保た

ぬぼならぬO尤も生体はそのエネ71,ギー滑幕毛を

犠牲にしても自律神経の平衡を保とうとするこ

とは特に組織掌的所見から見ても容易に考えら

れることであD､叉Insulin注射はAdrenalinの1ヽヽノ
分泌を冗進せしめ､Pilocarpine注射がAdrena-

9､)
]in分泌 を促す等の報告と思い合せて興味深 く

考える.この様に生体がそのエネルギー消耗を

犠牲にしても自律締経の中衛を保とうとするこ
1)

とに関 して文献的な報告は第4報に述べたので

こ ゝには繰 り返さない.

以上述べたことから考えて､私共の始めた組

按像によって種 々の自律神経毒の精読作用を検

する方詮は.組絞像の変化を雷 らす最も主要な

国子が之等神経毒の自律神経系に対する作用に

基すくものであることが立証できたので､意義

ある方法と云って差支えないと思うO而 してこ

の方法は､臨床的観察では措抗作用の存在の有

無が疑わしい侍に､その措抗作用が生体のエネ

ルギー消毒毛の少ない安定した措抗作用か否かを

最 も正確に指示する方法であると云ってよいか

と思う.
1)

換言すれば第4報に述べたように､措抗作用

というものは生体のエネルギー消耗の少ない安

定したものであることが必要使件だとすれば､

展の持抗作用は枚すべき2種の自律頼経毒を同

時に注射 した時に､起った組織像の襲化が零又

はそれに近いものに限るべきであるO
l〕

本論文に於て私共は第 4報に至るまでに述べ

て釆た-達の私共の主張を再確認することがで

きたものと考える｡

結 論

1)千 倍Adrenalinlml,千 倍Atropinelml

又はInsulin20軍位各々の反下注射によって.

白鼠の肝細胞染色物質及び神経細胞染色物質は

或る程度平行的にChromatolysis､Chromophi-

1iaの現象を蓋 し乍ら減量する.0

2)千倍Adrenalinlml及びInsulin20単位

の同時注射による組結像の襲化は､雨着の革掲
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注射のそれよりも造かに覇著であり.恰もNil7)
cotine畢猫注射の組織像 (第3報う又はAdre-

1)

nalinとPilocarpineの同時注射の組織(第4報)

を坊沸させる｡この理由はAdrenal王nによる交

感神経興奮とInsulinによる副交感神経興奮と

が相加した篤であって､血糖に関するAdrena･

1inとInsulinの桔抗作用は組織像の変化を惹起

するとと隼関しては直接の影響をもたぬと考え

られる｡

3)千 倍 Atrop三nelml及びInsulin20軍陣

の同時注射による組積像の壁化は軽微で､これ
5)

はPilocarpineとAtropineの同時注射の際の如

き横棒が組織像に反映したものと考えられる｡

即ちInsu]inによる副交感神経興奮がAtropine

によって遮断されたためであろう｡

以上の事茸は自律神経毒による組織像の髪化

が起る原因の最も主要なる因子は､各自律神経

毒の自律碑経系に対する作用であるという私共

の主張と一致する｡

4)自律神経毒間の括抗作用の存在は､臨界

的観察では不明な場合もあるが.私共の方法に

よると.その括抗作用が生体のエネルギー滑耗

の少ない安定 したものであるか否かを正確に示

すことができる.

又生体はそのエネルギー消耗を犠牲にしても

自律神経平衡を保とうとする傾向がある｡換言
12)

すれば第 1報に述べたように生体の自律神経系

の一方の興奮は或る程度他方の興奮を惹起させ

る傾向が認められる｡
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